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加入団体数　■文化部  29部会　■芸能部  41部会【会員数  833名】

第 65 号第 65 号
令和4年7月15日令和4年7月15日

湖西市文化協会
会 長  吉 山 　 学

　日頃は、文化協会の事業につきまして、格別のご理解ご協力をいただき心より感謝申し
上げます。
　さて、先日３年ぶりに「春季芸能の祭典」を開催しました。コロナ禍のイベントで心配
もありましたが、開演とともに会場内が快い緊張感と充実感、仲間と喜び合う笑顔、温か
い拍手につつまれました。閉塞感漂う昨今ですが、久しぶりに心が解放される感覚を味わ
いました。文化・芸能活動は心の栄養とも言われますが、まさに文化の力を感じた一時で
した。今後、様々なイベントがスタートすると思います。機会があればぜひ足をお運びい
ただき、心をリフレッシュしませんか。
　本年度、湖西市文化協会は、設立50周年という節目の年を迎えています。松尾芭蕉は「古
人の跡を求めず、古人の求めたる所を求めよ」と諭しています。私たちも、湖西市の文化
のすそ野を少しでも広げたいという先輩の皆様の熱い思いを忘れず、会員の連絡・協調を
もとに、文化の向上、育成、振興を目指して、一歩ずつ新たな歩みを重ねていきたいと思
います。
　文化・芸能活動に興味をお持ちの方、交流や発表の場を求めている団体や愛好会の皆様、
文化協会の会員になりませんか。いつでも入会を受け付けています。

2022年度（令和４年度）　吉山　学会長あいさつ

湖西市文化協会事務局 (北部多目的センター内) 
TEL/FAX　0 5 3 − 5 7 8 − 1 7 0 0

よろしくお願い致します。

2 0 2 2年度（令和４年度）　湖西市文化協会役員　（敬称略）
名 誉 会 長 影 山 剛 士 常 任 理 事 青 島 一 郎 理　　　　事 小 林 里 奈
顧　　　　問 渡 辺 宜 宏 理　　　　事 山 本 英 一 同　　　　上 小 幡 文 伸
顧　　　　問 守 田 住 夫 同　　　　上 村 田 理 恵 子 同　　　　上 髙 山 吉 直
顧　　　　問 菅 沼 義 也 同　　　　上 山 本 ふ く ゑ 同　　　　上 菅 沼 成 子
会　　　　長 吉 山 学 同　　　　上 田 内 弘 子 同　　　　上 平 野 矩 男
副 会 長 二 松 正 晴 同　　　　上 河 合 和 子 同　　　　上 近 藤 哲 治
副 会 長 大 林 裕 子 同　　　　上 神 田 淑 子 監　　　　事 鈴 木 茂 夫
文 化 部 長 山 本 剛 男 同　　　　上 田 代 愛 子 〃 飯 田 容 丈
同 副 部 長 加 藤 幸 子 同　　　　上 柴 田 照 代 市民文芸編集委員 宮 司 孝 男
芸能部長（兼） 大 林 裕 子 同　　　　上 伊 藤 佳 世 子 〃 加 藤 民 幸
同 副 部 長 鈴 木 文 雄 同　　　　上 野 末 都 〃 藤 森 ま す み
常 任 理 事 伴 純 雄 同　　　　上 菅 沼 初 代 〃 二 松 正 晴
同　　　　上 片 山 進 同　　　　上 石 川 弘 子 編 集 事 務 方 清 水 正 人
同　　　　上 佐 原 市 子 同　　　　上 深 井 昌 美 事 務 局 長 佐 藤 安 弘
同　　　　上 藤 森 ま す み 同　　　　上 伊 藤 笑 子 事 務 局 員 山 本 真 理

役 職 名 氏　　名
産 業 部 長 太 田 英 明
文 化 観 光 課 長 松 山 智 次 郞
文化観光課文化係長 鈴 木 紀 子

湖西市産業部文化観光課

湖西市文化協会  創立50周年記念
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名　　称 期　　日 会　　場
「50周年記念」映写会・歴史写真展
湖西市芸術祭 第55回文化の祭典 10月29日㈯より11月2日㈬まで アメニティプラザ

「50周年記念」先人の芸能祭：映像で紹介
湖西市芸術祭 第48回秋季芸能の祭典 11月20日㈰ 新居地域センター

湖西市芸術祭　第42回美術の祭典 2023年2月4日㈯より2月8日㈬まで アメニティプラザ

名　　称 原稿の締切 備　　考
市民文芸（13号）

（令和5年2月1日発行）
9月末　文化協会事務局

（北部多目的センター）
応募要項は、西部地域センター、新居地域センター、北部多目的
センター、中央・新居図書館、文化協会事務局にあります。

※原稿用紙は西部地域センター、新居地域センター、南部構造改善センター、文化協会事務局で配布。
◎湖西市ウエブサイト、湖西市文化協会ページからも原稿用紙を利用できます。

名　　称 期　　日 会　　場 備　　考
夏目甕麿顕彰祭 5月 5日㈭  禮 雲 寺 開催
湖西カラオケ愛好協会春季発表会 6月12日㈰   新居地域センター
第41回湖西歌舞伎・ゆめ昴発表会 6月26日㈰  新居地域センター
湖西軽音楽愛好会夏季発表会 7月10日㈰  新居地域センター
湖西吹奏楽団定期演奏会 7月17日㈰  新居地域センター
遠州新居手筒花火文化伝承 7月22㈮・23日㈯  新居小中校庭 5月21日中止決定

「佐吉検定」3・2・1級博士 講座と試験 8月21日㈰ 佐吉記念館･山口公会堂
湖西カラオケ愛好協会秋季発表会 11月13日㈰ 新居地域センター
湖西アンサンブルコンサート 12月10日㈯  新居地域センター
湖西軽音楽愛好会年末発表会 12月11日㈰  浜名湖れんが館  
ここねっとタオのプーさんコンサート 12月18日㈰   新居地域センター  

名　　称 期　　日 会　　場 備　　考

「50周年記念」湖西市文化の香るまちづくり事業
伝統文化の魅力を知ってもらう体験教室

5月14日㈯
10:00～12:00 新居地域センター

歌舞伎では本物の化粧を施して衣装を着た後かつらを
身につけ、舞台で演技を体験。大正琴では音階の練
習の後曲の演奏を体験。琴では「さくらさくら」奏で
る体験。参加者は今後やってみたい意欲が芽生えた。

「50周年記念」先人の芸能祭：映像で紹介
湖西市芸術祭 第41回春季芸能の祭典

5月15日㈰
10:00～15:00 新居地域センター

コロナ禍で3年ぶりの開催。18団体と個人の出演で
大正琴、民踊、箏曲・尺八、フラメンコ、舞踊、詩吟、
フラダンス、剣詩舞、民謡、吹奏楽、日舞、バレエ、
ダンス、等日頃の練習成果が見事に披露された。

第10回　合唱の祭典 9月 4日㈰ 新居地域センター

第45回　北原白秋歌碑顕彰祭 10月10日㈪ 本興寺客殿

●文化協会は、生涯学習を推進しているグループの集まりです。
●文化協会は学習した成果を発表する場を設けています。
●文化協会は、楽しく生涯学習を推進する場を構成します。
　（加入している団体は70団体、833名です）
　　　　　　　　　　　　　　市民の皆さんも気軽に参加して下さい。

2022年度2022年度（令和4年度）（令和4年度）湖西市文化協会事業計画湖西市文化協会事業計画

◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ 　　催し事業催し事業　　◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆
❶市民芸術祭事業  「2022年市制施行50周年・市文化協会設立50周年記念」

❸湖西市文化協会主催事業  「2022年市制施行50周年・市文化協会設立50周年記念」

❹湖西市文化協会と部会の共催事業（13 件）

❷出版事業
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名　　称 期　　日 会　　場 備　　考

本興寺花祭り

短歌会:開催12名参加 4月 1日㈮ 西部地域センター さざなみ短歌部会

俳句会：開催10名参加 4月 3日㈰ 商工会館 俳句塾部会他
おどり発表:雨天中止 4月 3日㈰ 本興寺境内 湖西民謡保存会・なでしこ会

お茶会:コロナ禍中止 4月 3日㈰ 本興寺客殿 日本茶花道茶友会

 第27回湖西おいでん祭 8月20日㈯ 浜名湖ボートレース場 一般公募

名　　称 期　　日 会　　場 備　　考
俳　句　教　室 10月予定  新居地域センター 誰でも気軽に参加できます。

無料で受講できます。短　歌　教　室 11月 〃  西部地域センター

名　　称 期　　日 会　　場 講　　師 備　　考
古　文　書 第1・3土曜日13:00より 中央図書館 切 池   融

募集要項申込み用紙は

・西部地域センター
・中央、新居図書館
・北部多目的センター
・南部地区構造改善センター
・新居地域センター
・文化協会事務局
　　　　　　　　　にて配布。　　

書　　　道 第1・3土曜日9:00より 鷲津コミュニティ防災 田 代 愛 子
水　墨　画 第2・4土曜日13:30より 鷲津コミュニティ防災 山 本 英 一
短　　　歌 第2土曜日13:00より 中央図書館 柴 田 典 昭

＊俳　　　句 第4土曜日12:30より 中央図書館 二 松 正 晴
朗　　読Ａ 第2・4木曜日13:15より 中央図書館 矢田部駿 一
籐　工　芸 第2・4土曜日9:30より 鷲津コミュニティ防 神 田 淑 子

＊そ ば 打 ち 第2・4日曜日9:30より 大知波そば教室 山 本 一 馬
絵　手　紙 第1土曜日13:30より 新居地域センター 山 本 真 理
川　　　柳 第3土曜日12:30より 新居図書館 藤 森 ますみ
茶　　　道 第1・3土曜日9:30より 西部地域センター 河 合 和 子

＊華　　　道 第2・4土曜日9:30より 新居地域センター 村 田 理 恵 子

※講座の回数は10回です。受講料は、各講座5000円＋会場費です。
　講座によっては、受講料の他、材料代がかかるものもあります。（未経験者の方は大歓迎です。）
＊俳句、華道は後期10月開講

❺交流事業への参加（渉外活動） 　　　　　　　　　　　　　　　　【本興寺花祭り：部会との共催事業】

❶文学教室　（県文化協会の協力で行われ、県から講師が来られます）

❷市民文化講座：全12講座【6月開講】＊そば打ち前期6月・後期9月開講

❹研修視察   9月実施予定、本年は芸能部が企画する。

◇ 広報活動  機関誌「くちなし」第65号の発行 年1回  令和4年7月中旬

◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ 　　芸術・文化活動推進事業芸術・文化活動推進事業　　◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆

名　　称 期　　日 会　　場
写真：八ちゃん会（文化財記録を後世に伝えるための撮影技術研修）  10 ～12月  市内祭り神社等

合唱：こでまりコーラス（15周年記念コンサート）  12月4日  新居地域センター

❹-１ 芸術文化活動振興補助金申請交付事業（2 件）

名　　称 期　　日 会　　場 講　　師 備　　考

 文　章　塾 毎月第４土曜日
12:30 ～ 15:00  中央図書館 宮 司 孝 男

（市民文芸編集委員）
受講は無料、
但し会員入会1,200円必要

❸文芸活動推進事業 【令和4年４月～令和5年３月】

FM21コンサート 12月24日㈯ 新居地域センター
「和」のひびき吟と舞と琴と太鼓のコラボ  令和5年2月5日㈰  
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◆市制施行50周年・市文化協会創立50周年記念

１．伝統文化の魅力を知ってもらう体験教室　令和４年５月１４日（土）開催された。
　　会場：新居地域センター　【体験会場の様子】

＝湖西市文化の香るまちづくり事業＝

☆琴の体験に12名の方が参加。

２．先人の芸能祭を映像で振り返り、現在に至る伝承の
大切さを知るイベントを5月15日（土）開催した。第
41回春季芸能の祭典に合わせ特設会場を設け110人の
方に観賞して頂いた。

◎11月20日（日）第48回秋季芸能祭に合わせ、同様に「先
人の芸能祭を映像で振り返る」を催します。

☆大正琴の体験に10名の方が参加。

☆湖西歌舞伎の化粧・衣装着付け体験に3名・歌舞伎のいろは入門体験に5名の方が参加。

　伝統文化の魅力を知ってもらう合同の体験教室は初の開催であり、体験された皆さんは魅力を感じ、今後やっ
てみたいとの意欲を持たれた。熱心にご指導された湖西歌舞伎保存会、琴扇紫社中琴紫会、箏曲琴英会の皆様
に感謝申し上げます。　体験会場には60人の方に見学して頂きました。

▲化粧の体験 ▲衣装着付けの体験

▲大正琴の体験 ▲大正琴の体験

▲琴の体験 ▲琴の体験

▲特設映像会場の様子
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◆感謝状の贈呈・創立50周年記念（永年部会表彰）

　多年にわたり湖西市文化協会発展に尽力され、令和３年度を
もって役員を退任された下記の方に吉山学文化協会会長から感謝
状と記念品が贈られた。

【退任された方】
☆竹下ちえ子  様　役員実績：理事6年
（代理出席　村田理恵子様へ感謝状の贈呈）

▲白井槇雄部会長

＝令和4年5月28日　第52回湖西市文化協会定期総会にて表彰＝　

◎感謝状の贈呈

　50 年に亘り湖西市文化協会に登録され協会の発展と市の文化振興に
ご尽力頂いた下記 7部会に対し、吉山学文化協会会長から表彰状と記
念品が贈られた。

◎湖西市文化協会創立50周年記念 永年部会表彰式

（敬称略）順不同

【表彰部会】　　　　　　　　　    　　　　　  【現部会長】

●湖西市文化研究協議会殿	 袴田　孝博
●さざなみ短歌会殿	 田内　弘子
●日本茶花道茶友会殿	 河合　和子
●華道：花芸安達流殿	 山本ふくゑ
●写真：八ちゃん会殿	 白井　槇雄
●詩吟：関西吟詩文化協会和らぎ支部殿	 鈴木　文雄
●詩吟：翔鴻流静陵吟詠会	 深井　昌美　　　　　　　　　　　　

▲田内弘子部会長

▲鈴木文雄部会長

▲河合和子部会長

▲深井昌美部会長

▲山本ふくゑ部会長

▲袴田孝博部会長

▲代表挨拶：袴田孝博部会長

＝表彰式の様子＝

今までの功を讃え感謝申しあげます。
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▲大正琴

▲箏曲・尺八 ▲フラメンコ

▲詩吟

▲フラダンス

▲吹奏楽

▲民踊

▲バレエ

▲ダンス

◆湖西市芸術祭第41回春季芸能の祭典
「市政施行50周年・市文化協会設立50周年」

−3年ぶりの開催−
●令和4年5月15日（日）　10：00 〜 15：00　会場：新居地域センター

　開演に先立ち、主催者吉山会長の挨拶があり、ご来賓山家副市
長、馬場市議会議長、田内県議会議員、渡辺教育長から芸能、文
化の大切さと市の文化振興への期待のご祝辞を頂いた。18団体
と個人の出演で、大正琴を皮切りに出演部会は日頃の練習成果を
見事に披露され来場者から盛大な拍手が送られた。会場入り口で
は新型コロナウイルス感染対策を関係者のご協力で実施され無事
開催できた。入場者1,100人（過去最高を記録）出演者267人

＝演技披露の様子一部紹介＝

３．第55回文化の祭典に合わせ、記念映写会と湖西の歴史を写真で紹介します。
　　開催日　令和4年10月29日（土）・30日（日）
　　会　場　アメニティプラザ第１会議室、サブアリーナ
　　イベント内容
　　①1964年・2020年東京オリンピックの旧新居町・湖西市の聖火の様子を映像で紹介。　　　
　　　当時の機材とトーチ等を展示。
　　②昭和初期の旧入出村（現湖西市入出）を映像で紹介。当時の消防防災訓練の様子を映像で紹介する。（NHK
　　　番組に取り上げられた貴重な映像）
　　③湖西市誕生～湖西市・新居町合併～現在までの歩み等写真で紹介。
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催
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

以
下
当
日
の
出
詠
歌
十
七
首
で
す
。

　
　
　

夕
焼
け
の
中
に
黒
ぐ
ろ
一
本
の
細
き
電
柱
固
持
し
て
立
て
り	

伊
藤
太
栄
子

佳
作　

ザ
ク
ロ
の
実
か
っ
と
開
き
ぬ
緑
濃
き
葉
ご
し
に
ゆ
ら
り
寺
の
道
辺
に	

小
野
田
敦
子

天　
　

弁べ

財ざ
い

橋ば
し

ね
こ
が
一
匹
渡
り
い
る
青
空
澄
め
る
人
気
な
き
真
昼	

菅
沼
　
雅
子

　
　
　

茅
葺
き
の
本
堂
に
射
す
木
洩
れ
日
の
玻
瑠
の
か
が
や
き
令
和
に
続
く	

鈴
木
　
弘
子

佳
作　

ほ
ん
と
う
の
人
間
の
顔
見
せ
た
く
て
マ
ス
ク
は
ず
し
て
曽
孫
に
ま
み
え
る	

松
山
　
岑
子

佳
作　

大
鍋
に
湯
は
煮
え
た
ぎ
り
収
穫
の
手
打
ち
そ
ば
会
今
ぞ
た
け
な
わ	

見
崎
　
直
恵

　
　
　

紅
白
の
冬
の
オ
リ
オ
ン
つ
は
も
の
の
耀
ひ
競
は
む
源
平
星
は	

内
藤
　
祥
子

　
　
　

立
春
す
ぎ
梅
の
開
花
の
た
よ
り
き
く
ち
ら
ち
ら
雪
の
風
吹
く
朝
に	

山
本
　
淳
子

佳
作　

離
れ
住
む
孫
子
と
集
ふ
こ
の
佳
き
日　

合
は
す
グ
ラ
ス
の
音
広
ご
り
ぬ	
松
田
　
雅
子

　
　
　

名
も
あ
る
に
草
と
呼
ば
れ
て
一
絡
げ
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
コ
ケ
小
花
い
と
し
む	
菅
沼
　
英
子

人　
　

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
顔
う
づ
め
れ
ば
君
匂
ふ
石
け
ん
み
た
い
な
枯
草
み
た
い
な	

土
屋
　
浩
子

　
　
　

心
身
も
朝
ド
ラ
見
て
は
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
し
何
時
見
た
い
な
彩
雲
の
空	

中
尾
　
由
紀

地　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ナ
の
最
中
雪
降
れ
ば
雪
投
げ
合
い
て
遊
ぶ
人
た
ち	

田
内
　
弘
子

佳
作　

連
休
を
ひ
ね
も
す
糸
た
れ
突
堤
に
時
を
た
ら
ふ
く
豊
橋
ナ
ン
バ
ー	

池
田
な
つ
子

　
　
　

文
書
き
て
漢
字
が
さ
っ
ぱ
り
出
て
こ
な
い
海
馬
に
つ
け
た
し
変
換
ボ
タ
ン
を	

加
藤
ひ
ろ
子

　
　
　

し
た
い
こ
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
仕
事
あ
り
こ
れ
が
幸
せ
八
三
才	

成
瀬
真
智
子

　
　
　

ボ
タ
ン
雪
舞
い
散
る
中
に
凛
と
し
て
香
り
を
放
つ
蝋
梅
の
花	

窪
前
千
鶴
子

文
責　

田
内
　
弘
子

　

一
昨
年
、
昨
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
が
、
今
年
よ
う
や
く

三
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
桜
は
ち
ょ
う
ど
見
頃
で
し
た
が
、
当
日
は
あ
い

に
く
の
雨
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
十
人
の
参
加
を
頂
き
楽
し
く
句
会
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
人
三
句
ず
つ
出
句
し
、合
計
三
十
句
を
作
者
名
を
伏
せ
て
一
覧
と
し
、

良
い
と
思
わ
れ
る
句
を
六
句
ず
つ
（
本
人
の
分
を
除
き
）
選
ぶ
と
い
う
、
互
選
の
方
法
で
行
い

ま
し
た
。
各
句
に
獲
得
し
た
点
を
つ
け
、
更
に
参
加
者
別
に
集
計
し
て
上
位
者
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。
上
位
三
名
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　

一
位　

山
下　

貴
司

　

二
位　

齋
藤
冨
士
枝

　

三
位　

佐
原
や
す
代

　

当
日
の
作
品
（
一
人
一
句
ず
つ
を
選
び
ま
し
た
。
並
び
は
順
位
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
　
　

花
過
ぎ
の
こ
と
り
と
も
せ
ぬ
寺
領
か
な	

齋
藤
冨
士
枝

　
　
　

降
る
雨
や
桜
散
り
そ
む
千
仏
堂	

渥
美
　
幸
子

　
　
　

朝
桜
十
八
歳
は
大
人
な
り	

榛
葉
　
君
江

　
　
　

桜
舞
ふ
雨
に
濡
れ
た
る
石
畳	

森
重
な
お
み

　
　
　

空
お
ほ
ふ
花
の
奈
落
に
佇
め
り	

山
下
　
貴
司

　
　
　

総
門
の
乳
鋲
に
留
ま
る
花
一
片	

佐
原
や
す
代

　
　
　

舫
ひ
舟
た
ぶ
ん
と
春
の
波
が
し
ら	

正
田
　
初
代

　
　
　

乳
飲
み
児
の
あ
く
び
を
誘
ふ
花
ま
つ
り	

岸
　
　
英
樹

　
　
　

追
分
の
大
山
桜
嵐
を
散
る	

伊
藤
　
邦
夫

　
　
　

魚
な
ら
ば
雲
と
見
る
ら
ん
花
筏	

二
松
　
正
晴

文
責　

二
松
　
正
晴

◆
第
五
十
六
回 

本
興
寺
花
ま
つ
り
短
歌
大
会

●
令
和
四
年
四
月
一
日（
金
）　
会
場
：
湖
西
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

◆
本
興
寺
花
ま
つ
り
俳
句
大
会

●
令
和
四
年
四
月
三
日（
日
）　
会
場
：
湖
西
市
商
工
会
館
会
議
室



8 くちなし

〒431−0404　湖西市太田４５８−１（北部多目的センター内）
　　　　　　湖西市文化協会ＴＥＬ・ＦＡＸ０５３－５７８－１７００
    　　　　　メールアドレス　kosaishibunkyou@outlook.jp
　　　　　　受付は　月・水・金 の９：００～１６：００　

■「市民文芸」12号発行　（令和4年2月1日発行）湖西市文化協会、文化観光課で扱っています。
　１冊800円是非ご購入をお願いします。市民文芸13号は令和5年2月発行予定です。原稿募集中（締

切は9月末日）

■団体会員の募集　湖西市文化協会では、団体会員を募集しています。同好会、趣味の仲間など原則と
して5人以上の団体を募集しています。文化の祭典、秋季芸能の祭典、春季芸能の祭典等、出展、出
演等会員は料金が掛かりません。一般の方はその都度参加料（一人1,200円）が掛かります。

　湖西市内の公共施設の利用料が減免になる場合があります。
　会費は2022年度（令和4年）年間一人1,200円です。詳しくは湖西市文化協会まで連絡して下さい。

■法人会員の募集　法人会員は１口12,000円です。口数は法人会員の自由裁量です。
　①文化協会の事業に無料で参加できます。②文化協会が発行する機関誌「くちなし」の配布③「市民

文芸」誌の無償配布があります。是非事業所ぐるみで湖西市文化協会の法人会員になっていただきた
いと思います。詳しくは文化協会まで連絡して下さい。

■第41回美術の祭典写真集　湖西市文化協会で扱っています。　1冊500円是非購入をお願いします。

湖西市文化協会事務局のお知らせ

【連絡先・問合せ先】

◆第41回湖西歌舞伎定期公演
●6月26日（日）13：30 ～ 16：30　会場：新居地域センター　湖西歌舞伎保存会により

−3年ぶりの開催−

　２演目が披露された。コロナ禍で２年間中止となり保存会の皆さんは復活をかけ、毎夜稽古に励み、稽古の
成果を見事に披露された。会場からは盛大な拍手が送られた。

◎湖西太鼓「ゆめ昴」祝25周年との共演

　湖西太鼓「ゆめ昴」祝25周年による和太鼓で伝える平和の響きが会場いっぱいに力強く伝わりました。

【演目】１．三
さん

人
にん

吉
きち

三
ざ

巴
ともえの

白
しら

浪
なみ

大
おお

川
かわ

端
ばた

庚
こう

申
しん

塚
づか

の場
ば

　　２．神
しん

霊
れい

矢
や

口
ぐちの

渡
わたし

頓
とん

兵
べ

衛
え

住
すみ

家
か

の場
ば

歌舞伎披露
の様子

湖西太鼓演奏
の様子

入場者：400名


